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糸魚川市駅北大火被災者・関係者説明会（昼の部） 議事録 

日 時 令和 2年 11月 9日（月）10：30～11：10 場所 ヒスイ王国館２階ホール 

件 名 

（１）復興関連工事の予定について 

（２）駅北まちづくり戦略について 

（３）駅北広場「キターレ」の利用について 

（４）その他 

出席者 

糸魚川市 米田市長、見辺産業部長、磯野教育次長、斉藤復興推進課長、五十嵐建設課長、渡辺企

画定住課長、大嶋商工観光課長、林健康増進課長補佐ほか職員 

被災者関係者 17世帯 17人 （被災者関係者以外の一般参加者 8人） 

報   道 4社 

会 議 要 旨 

１ 開  会 

２ あいさつ 

（米田市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全体説明 

説明(1) 

   

 

 被災者・関係者説明会の開催にあたり、一言あいさつをさせていただきます。 

本説明会は、大火発生以来、生活再建支援や各種の復興まちづくりの取組につ

いて説明を重ね、今回で２３回を数えております。 

 

新型コロナウイルス感染症が世界的に拡大し、社会経済に深く影響を及ぼして

いるなかで、今年２月に説明会を開催してから、やや期間も空いておりますが、

久しぶりに皆さまとお話をできる機会を持てましたことについて、有難く感じて

おります。 

 

さて、駅北大火からこの１２月で４年を迎えます。 

この間、被災された皆様の生活・事業の再建を最優先としつつ、将来にわたり

安全安心でにぎわいと活力のある、市の中心地としてのまちづくりに取り組んで

まいりました。 

 

今年の４月には、駅北広場が開業し、学校帰りの高校生や子ども連れの親子な

ど、これまでどちらかというと駅北地域では、あまり見かけられなかった人の動

きを目にするようになりました。 

こうした新しい動きや兆しを目にして、駅北地域にお住いの皆さま、事業を営

まれている皆さまも刺激を受けられていることと存じますが、これまで以上に自

治会や商店街の活動が活性化し、駅北地域が市民にとって、行ってみたい、暮ら

してみたいという場所になっていくことを願う次第であります。 

 

結びに、新型コロナウイルス感染症の影響で皆様の生活、事業にも色々なご不

便や不安があるなかではございますが、無電柱化をはじめとする工事や各種の事

業や催しに際し、皆さまからのご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げ、

開会の挨拶とさせていただきます。 

 

 

(1)  復興関連工事の予定について 

（質疑なし） 
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説明(2) 

 

 

説明(3) 

 

 

説明(4) 

 

 

４ 閉  会 

    

 

(2)  駅北まちづくり戦略について 

（質疑なし） 

 

(3)  駅北広場「キターレ」の利用について 

  （質疑なし） 

 

(4) その他 

  岡尾復興集落支援員から活動報告 

  （質疑なし） 

 

 


